
　　　　   農林水産部
　　●農業政策課	 (25)8511
 　　●農村整備課	 (25)8529
　　●森林水産課	 (25)8512

　　　　   商工観光部
　　●商工振興課	 (25)8514
 　　●観光振興課	 (25)8040

都市整備部
　　●土 木 課	 (25)8570
　　　・国県事業対策室	 (25)8570
　　●都市政策課	 (25)8571
　　●上下水道課
　　　　　  （水道）	 (25)8573
　　　　　  （下水道）	 (25)8574
　　（お客様センター）	 (25)8576

会計管理者　

　　　　　  消防本部
　　●消防総務課	 (22)5401
　　●予 防 課	 (22)5403
　　●警 防 課	 (22)5402
　　●通信指令課	 (22)1234
　　●北部消防署	 (22)5404
　　　・朽木分遣所	 (38)2100
　　　・マキノ救急分遣所	 (28)0119
　　●南部消防署	 (32)1212

  　　　　政 策 部
　　●秘　書　課	 (25)8415
　　●企画広報課	 (25)8130
　　●総合戦略課	 (25)8114
　　●情報政策課	 (25)8527
　　危機管理局
　　●防　災　課	 (25)8133
　　●原子力防災対策室	 (25)8133

　　　　　  総 務 部
　　●総 務 課	 (25)8000
　　●人 事 課	 (25)8525
　　●契約検査課	 (25)8501
　　●税 務 課	 (25)8116
　　●納 税 課	 (25)8522
　　行財政改革推進局
　　●行財政改革課	 (25)8013
　　●財 政 課	 (25)8111
　　●財産管理課	 (25)8112

　   　     市民生活部
　　●市民協働課	 (25)8526
　　　・定住推進室	 (25)8526
　　●市 民 課	 (25)8018
　　　・消費生活センター	 (25)8106
　　●人権施策課	 (25)8524
　　●保険年金課	 (25)8137
　　●新旭振興室	 (25)8526
　　●マキノ支所	 (27)1121
　　●今 津 支 所	 (22)2551
　　●朽 木 支 所	 (38)2331
　　●安曇川支所	 (32)1131
　　●高 島 支 所	 (36)1121

　　　教育委員会事務局
　　教育総務部
　　●教育総務課	 (25)8558
　　●社会教育課	 (25)8561
　　　・地域教育連携室	 (25)8565
　　　・マキノ公民館	 (27)1131
　　　・今津公民館	 (22)2249
　　　・朽木公民館	 (38)2324
　　　・安曇川公民館	 (32)0003
　　　・高島公民館	 (36)0219
　　　・新旭公民館	 (25)5500
　　●文化財課	 (25)8559
　　　・マキノ資料館	 (27)1484
　　　・朽木資料館	 (38)2339
　　　・高島歴史民俗資料館	 (36)1553
　　　・中江藤樹記念館	 (32)0330
　　●市民スポーツ課	 (25)8560
　　　・国民スポーツ大会開催準備室
	 (25)8560
　　●図書館
　　　・マキノ図書館	 (27)0350
　　　・今津図書館	 (22)3827
　　　・新旭図書室	 (25)2811
　　　・朽木図書サロン	 (38)2324
　　　・安曇川図書館	 (32)4711
　　　・高島図書室	 (36)2160
　　●高島市民会館	 (22)1764
　　　・藤樹の里文化芸術会館
	 (32)2461
　　　・ガリバーホール	 (36)0219
　　教育指導部
　　
　　●学校教育課	 (25)8562
　　●教育相談・課題対応室	 (25)8557
　　●教育研究所	 (25)8564
　　●学事施設課	 (25)8563
　　●学校給食課	 (32)1716
　　　・マキノ学校給食センター	 (27)0360
　　　・今津学校給食センター	 (22)2091
　　　・安曇川学校給食センター	 (32)0072
　　　・新旭学校給食センター	 (25)7080
　　●小学校
　　●中学校

　本年度は、持続可能な高島を目指して策定し
た「第２期高島市まち・ひと・しごと創生総合戦
略」に掲げた基本目標を実現するため、また総
合計画の将来目標像を実現するために必要とな
る持続可能な行財政運営の確立を目指して策定
した「第２期高島市行財政改革計画」を着実に
実行する極めて重要な年度となります。

Society5.0 時代の地方を創造するべく、
単なるシステムの管理運営ではなく、ICT
活用の政策的な部分を担う必要があるため、

「情報管理課」を「情報政策課」に改称し
ます。

情報管理課を情報政策課
に改称【政策部】

point
１

各中学校区（支所単位）での新たな住民自
治組織を設立するため、各支所・新旭振興
室にまちづくり担当職員を配置します。

point
４

住民自治協議会の設立に
向けた準備【市民生活部】

重点施策である後継ごみ処理施設整備事業
においては、令和６年度末竣工に向けて着
実に事業を進める重要な段階に入ることか
ら、環境政策課内の課内室として位置付け
ていた、「環境センター建設準備室」を「環
境センター建設課」に改称します。

point
２

令和６年度の滋賀県開催に向けて、市内で
開催される競技に対応するため市民スポー
ツ課内に国民スポーツ大会開催準備室を設
置し、実施体制を整え、大会に向けて取り
組みます。

point
３

新たな環境センターの
建設への対応【環境部】

国民スポーツ大会開催に
向け効率的な執行体制の
整備【教育委員会事務局】

  高島市民病院  教育委員会

　　●診　療　部
　　●医療技術部
　　●看　護　部
　　●地域医療支援部 (地域医療支援センター)
　　　・地域医療連携室　
　　　・入退院支援室
　　　・患者相談支援室
　　●医療安全部
　　　・医療安全推進室
　　●事務部
　　　・経営統括課
　　　・病院総務課
　　　・医　事　課
　　　・健　診　室

 (36)0220（代表）
 (36)8077（外来予約専用）

●事務局　　 (25)8000
選挙管理委員会

監 査 委 員
●事務局　　 (25)8000

公 平 委 員 会
●事務局　　 (25)8000

固定資産評価審査委員会
●事務局　　 (25)8000

農 業 委 員 会
●事務局　　 (25)8513

問 人事課　 （２５）８５２５

議　　会	　 　  議会事務局　     (25)8140

市 長 部 局

市の組織令和２年度 

環 境 部
　　●環境政策課	 (25)8123
　　●環境センター建設課
	 (25)8104
　　●斎場	 (22)4740
　　●環境センター	 (24)0031
　　●ＭＩＣＳセンター 

　

　　　　   健康福祉部
　　●社会福祉課	 (25)8120
　　　・くらし連携支援室
　　●障がい福祉課	 (25)8516
　　●健康推進課	 (25)8078
　　●訪問看護ステーション	 (36)8111
　　●陽 光 の 里	 (36)1220
　　高齢者支援局
　　●地域包括支援課	 (25)8150
　　●長寿介護課	 (25)8029

　　 子ども未来部
　　●子育て支援課	 (25)8136
　　　・マキノ東こども園
　　　・マキノ西こども園
　　　・今津東保育園　
　　　・朽木こども園　　　
　　　・古 賀 保 育 園　　　
　　　・高島こども園
　　　・大師山さくら園
　　　・静里なのはな園
　　　・カンガルー教室
　　　・マ キノ 児 童 館
　　●子ども家庭相談課	 (25)8517
　　●少年センター・あすくる高島	 (25)8556

　本市が置かれている現状や将来を展望したと
き、改めて全職員が一丸となって全力で各種施
策の推進に取り組むとともに、地方創生への挑
戦を目標に掲げ、「住みたい、住み続けたい高
島の実現へ」に向け、行政運営に取り組んでい
くことが重要となります。

　　●会　計　課	 (25)8118
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問市民協働課　 （２５）８５２６ 問消防本部　 （２２）１２３４

問
農
業
政
策
課　

（
２
５
）
８
５
１
１

問
市
民
課　

（
２
５
）
８
０
１
８

令和元年度３月補正予算が、
市議会３月定例会で可決されま
した。概要は次のとおりです。

問財政課　 （２５）８１１１

区　　分 補正前の額 補 正 額 補正後の額
一般会計 ２８５億８９８０万円 ９億５２４５万円 ２９５億４２２５万円
特別会計 １２２億８５３５万円 △３億４０８６万円 １１９億４４４９万円
事業会計 １３４億７００５万円 △８０２万円 １３４億６２０３万円
予算総計 ５４３億４５２０万円 ６億３５７万円 ５４９億４８７７万円

●歳入歳出補正予算

●主な事業

月 補正予算の概要３

ＩＣＴ教育機器整備事業 道の駅マキノ追坂峠拠点整備事業

９８２５万円 ３９７３万円
　ＩＣＴを活用した学習活動を充実させるため、
小中学校において児童生徒１人１台のタブレッ
ト型ＰＣの配備により、学校ＩＣＴ環境の整備
を行います。

　地方創生拠点整備交付金を活用して、道の駅
マキノ追坂峠の売場拡張工事を行います。

※１万円未満を四捨五入しています。

※２月臨時議会で可決された２月補正予算を含む。

マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド
で
は
、
昨

年
４
月
に
「
並
木
カ
フ
ェ 

メ
タ
セ

コ
イ
ア
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
３
月
末

ま
で
に
約
３
８
，
０
０
０
人
の
方
が

来
店
さ
れ
、
ス
イ
ー
ツ
と
共
に
カ

フ
ェ
か
ら
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
の
風

景
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。令

和
元
年
度
に
は
、「
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
」
と
「
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の

大
規
模
改
修
を
行
い
、
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
」
で
は
、
直

売
所
・
土
産
物
売
り
場
を
集
約
し
、

販
売
機
能
を
充
実
し
ま
し
た
。「
レ

ス
ト
ラ
ン
」
は
、
メ
ニ
ュ
ー
を
一
新

す
る
と
と
も
に
、
客
席
数
を
60
席
か

ら
１
２
０
席
に
増
や
し
、
団
体
で
お

越
し
の
皆
さ
ん
に
も
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
、
マ
キ
ノ

ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド
へ
お
越
し
の
際
に

は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

市では、若者の移住・定住促進のため、住宅
の確保への支援制度を設けています。

これまでのリフォーム補助対象者に加えて、
市内在住者が定住のため市内中古住宅を取得
し、リフォームするときのリフォーム費用の一
部を補助しています。

新しく対象となるリフォーム
市内賃貸等に居住する若者が市内に定住

するために、空き家紹介システムを通して
購入した中古住宅をリフォームする場合
など、詳しい要
件は市のホーム
ページをご覧く
ださい。

※申請前の着工は対象外となります

駐車車両があり
防火水そうが
使用できない！

防火水そうの
使用状況

定住住宅リフォーム補助の
対象を拡充します！！

火災が発生した場合に、多くの場合は消火栓
や防火水そうから水を吸い上げています。

消火栓や防火水そうの上、またはその近くに
車両を駐車してしまうと水を吸い上げることが
できなくなり、消火活動ができなくなります。

また、法律でも禁止されていますので、絶対
に駐車しないでください。

人命救助・消火活動を円滑に行うために、ご
協力をよろしくお願いします。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
作
成
に
必
要
な
顔

写
真
を
撮
影
し
、
申
請
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

カ
ー
ド
を
作
り
た
い
け
ど
、
申
請
方
法
が
分
か

ら
な
い
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

開
設
場
所　
市
役
所 

新
館
１
階

持
ち
物

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

※
申
請
書
が
な
い
場
合
は
窓
口

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

○
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）

○
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
」
と
「
本
人

確
認
」
が
で
き
る
も
の
で
、
行
政
機
関

の
窓
口
等
で
各
種
届
出
の
手
続
き
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

○
市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
住
民
票
や
印

鑑
証
明
な
ど
の
交
付
を
受
け
る
サ
ー
ビ

ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

○
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明

書
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
電
子
証
明
書
を

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

　
　
　
　
　
　
　
　

っ
て
な
に
？

マイナンバー PR キャラクター
マイナちゃん

消火栓や防火水そうの付近は

　　　　　　　　　 です！

マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド
の

「
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
「
直
売
所
」
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
！

〜定住住宅リフォーム補助〜
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LIFE!!LIFE!!たかしまたかしま

問
子
育
て
支
援
課　

（
２
５
）
８
１
３
６

問
人
事
課　

（
２
５
）
８
５
２
５

問
教
育
総
務
課　

（
２
５
）
８
５
５
８

高
島
市
議
会
３
月
定
例
会
の
最

終
日
、
副
市
長
に
中
川 

義
人
氏

を
選
任
す
る
人
事
案
件
が
提
出
さ

れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

中
川
副
市
長
は
、
４
月
１
日
に

就
任
し
、
任
期
は
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

子
ど
も
が
病
気
の
時
、
保
護
者
が

仕
事
な
ど
の
都
合
で
家
庭
で
保
育
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
病
児
保

育
室
で
子
ど
も
を
一
時
的
に
保
育
し

ま
す
。
専
任
の
看
護
師
や
保
育
士
が

保
育
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
か
ら
の
保
育
料
無

償
化
で
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受

け
た
、
も
し
く
は
市
内
在
園
児
の
利

用
料
は
市
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
さ

ら
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
在
住
の
、
生
後
６
か
月
か
ら

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

※
市
外
在
住
の
方
も
、
保
護
者
が
市

内
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
場
合
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
申
請
用
紙
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、病
児
保
育
室「
お
ひ
さ
ま
」、

子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
に
あ
り
ま

す
。

高
島
市
議
会
３
月
定
例
会
の
最

終
日
、
教
育
長
に
上
原 

重
治
氏

を
再
任
す
る
人
事
案
件
が
提
出
さ

れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

上
原
教
育
長
は
、
４
月
２
日
に

就
任
し
、
任
期
は
令
和
５
年
４
月

１
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

高
島
市
民
病
院

　
病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
８
時
〜
18
時
30
分

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

【
１
人
１
日
に
つ
き
】

〇
市
内
在
住
者　
　
２
，
０
０
０
円

※
市
内
在
園
児
の
利
用
は
無
料

※
在
園
児
で
な
く
て
も
世
帯
の
所

得
に
よ
っ
て
減
免
措
置
あ
り

〇
市
外
在
住
者　
　
４
，
０
０
０
円

利
用
で
き
る
子
ど
も

保
育
場
所

利
用
時
間

利
用
料

利
用
す
る
に
は

事
前
登
録
が
必
要
で
す

病
児
保
育
と
は

高
島
市
副
市
長
に

　

中
川　

義
人
氏
が
就
任

高
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に

　

上
原　

重
治
氏
が
再
任

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

病
児
保
育
室
「
お
ひ
さ
ま
」

問市民協働課　☎（２５）８５２６

平成 30 年度から今津の西地区を中心に中山間地域の支援のために活動していた第２期地域おこし
協力隊の中澤 勇太隊員が、令和２年３月 31 日に任期を終え、卒隊しました。

中澤隊員の直近の活動と地域おこし協力隊での２年間の感想などをご紹介します！

２月 13 日（木）からの４日間、立命館
大学の 16 人の学生たちがフィールドワー
クを目的に高島を訪問しました。

大学生たちが紡ぐ言葉の一つ一つに、今
回のワークキャンプで感じた楽しさや喜び
が込められていて、私も嬉しい気持ちで
いっぱいでした！「また来たい！！」と言
う大学生たちの気持ちに期待をして、再び
高島に来てくれることを待っています！

立命館大学 高島ワークキャンプ実施！

緑のふるさと協力隊の後、地域おこし協
力隊として、高島に戻ってきて早２年。

この２年間、今津町角川での生活、他地
域の学生の受け入れ、朽木の丸八百貨店で
の運営補助などを通して、改めて地域の人
のあたたかさや自然の豊かさを感じまし
た。
「地域おこし協力隊」としてだけではな

く、個人として活動の依頼を受けたり、逆
に協力をしていただいたりすることが多
かったように思います。隊員だからではな
く、一個人として見ていただけている、こ
れ以上に嬉しいことはありません！

４月以降は引き続き、高島市に定住し、
新しい生活を始めています。どこかでお会
いしたら、気軽に声をかけていただけると
嬉しいです！

最後になりましたが、角川区の皆さん、
朽木睦会の皆さん、高島市社会福祉協議会
の皆さん、その他にも支えてくださった皆
さん、本当にありがとうございました。

市長報告のようす

訪問された立命館大学の皆さん

中澤　勇太 隊員

ありがとう!

地域おこし協力隊　中澤 勇太隊員 !
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赤十字奉仕団高島市地区から
布マスクをご恵贈いただきました

企業版ふるさと納税による
ご寄付をいただきました

第６回高島市グラウンド・ゴルフ冬季大会
結果発表！

新旭地域の柴嵜さん
「シャクナゲ賞」を受賞！

３月 30 日（月）に、赤十字奉仕団高島市地
区から市へ布マスク７８０枚をご恵贈いただき
ました。高島晒協業組合より生地の提供を受け、
赤十字奉仕団高島市地区の独自の活動として団
員の方々が手作りされました。

布マスクは、福祉施設を中心に配布させてい
ただきました。（社会福祉課）

サンポリマー株式会社から企業版ふるさと納
税として、１，０００万円のご寄付をいただき
ました。創業者のご出身が高島市というご縁か
ら４年間にわたりご支援いただきました。寄付
金は市内小中学校のＩＣＴ教育環境の整備に活
用させていただきました。長年にわたるご支援、
ありがとうございました。（総合戦略課）

２月 21 日（金）に今津総合運動公園サンル
ーフ今津特設コースで第６回高島市グラウン
ド・ゴルフ冬季大会が行われ、大越 とみ子さ
ん（今津）が優勝されました。（市民スポーツ課）

優　勝	大越とみ子（今津）写真中央

準優勝	矢部　壽紀（新旭）写真左

第３位	大隅　敏夫（今津）写真右

２月 18 日（火）に滋賀県庁知事室で緑化功
労者「シャクナゲ賞」の表彰式が行われ柴嵜久
子さんが受賞されました。

柴嵜さんは県域の森林ボランティア団体で環
境緑化に尽力され、森林環境学習「やまのこ」
事業サポーターとしてもご協力いただくなど、
地域環境緑化の実績と環境学習への貢献が表彰
されました。（森林水産課）

山崎 正富さんは昭和 55 年１月に旧安曇川町消防団に入団され、
以後部長、分団長を経て、平成 24 年４月からは高島市消防団副
団長として地域の防災活動全般に尽力してこられました。

（消防総務課）

高島市消防団の組織体制を
紹介します

山
崎　
正
富　
団
長

高島市消防団長に
山崎 正富新団長が就任されました

高島市長より高島市消防団の団長を
拝命しました山崎 正富です。どうぞよ
ろしくお願いします。

近頃、全国各地で集中豪雨による土
砂災害などの自然災害が頻発し、琵琶
湖西岸断層帯地震や南海トラフ地震な
どの大規模地震の発生も想定される現
在、消防団活動の担う責務は非常に大
きいものと感じています。

「自分たちの町は自分たちで守る！」を合言葉に自分
たちが住む・働く地域のために活動しています。

興味がある方は、地域の消防団員または、窓口の消
防総務課にお問い合わせください。
問消防総務課　☎（２２）５４０１

地域のために活動してみませんか？

消防団の活動には、市民の皆さんの
ご理解とご協力が不可欠となります。
消防団員が働く勤務先の皆さん、さら
には団員のご家族の皆さんにも日頃か
らの消防団活動にご理解・ご協力を頂
き、深く感謝を申し上げますとともに、
引き続きご支援をよろしくお願いしま
す。

山崎 正富

マキノ第１分団	 國友　　一	分団長
マキノ第２分団	 青谷　正章	分団長

荒木　保秀 副団長

山口　茂和 副団長

新保　正隆 副団長

八木　高夫 副団長

川島　清治 副団長

庭川　清治 副団長

今津第１分団	 三谷　忠喜	分団長
今津第２分団	 竹田　泰治	分団長

朽木分団	 村田　哲雄	分団長

安曇川第１分団	 平井　勝也	分団長
安曇川第２分団	 大塚　　靖	分団長

高島第１分団	 廣坂　吉憲	分団長
高島第２分団	 林　　弘次	分団長

新旭第１分団	 岸田　公作	分団長
新旭第２分団	 坂尾　　真	分団長

女性消防団員　　青谷　正子　部長
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安全安心

　教育委員会 information

交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（令和２年３月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（令和２年３月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 12 件 ー８件
死 者 数 ０人 ー１人
傷 者 数 19 人 ー７人

発生場所 件　数
マ キ ノ ３件
今 津 １件
朽 木 ０件
安 曇 川 ３件
高 島 １件
新 旭 ４件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 ０件 ４件
車 両 ０件 １件
林 野 ０件 ０件
そ の 他 ７件 10 件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 12 件 28 件
一般負傷 33 件 93 件
急 病 127 件 409 件
そ の 他 18 件 69 件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 ０件 ０件
交通事故 ５件 ７件
水難事故 ０件 ０件
そ の 他 ０件 ０件

３月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.067μSv/h 0.060μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.036μSv/h 0.039μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.065μSv/h 0.065μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.052μSv/h 0.051μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.060μSv/h 0.057μSv/h

新　旭（高島市役所本館北側車庫付近）
0.052μSv/h 0.053μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※�日本での自然放射による時間線量の通常の
値はおおむね0.2μSv/h以下です

問 

教
育
総
務
課　

（
２
５
）
８
５
５
８

教
育
委
員
会
広
報

令
和
元
年
度 

総
合
教
育
会
議

市
長
と
教
育
委
員
会
が
、
教
育
行
政
の
重
要
課
題
に
つ
い

て
協
議
す
る
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
開
設
を
予
定
し
て
い

る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
支
援
体
制
や
現
状
の
課
題
を
踏
ま

え
、
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と

機
能
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
継
続
的
な

支
援
が
で

き
る
よ
う
、

教
育
分
野

と
福
祉
分

野
の
連
携

に
よ
る
一

体
的
な
運

営
を
求
め

る
意
見
が

出
さ
れ
ま

し
た
。

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
方
々

か
ら
各
中
学
校
区
の
特
徴
的
な
取
り
組

み
や
成
果
、
課
題
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

学
校
支
援
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
て
い
く
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
に

ど
う
育
っ
て
ほ
し
い
か
を
話
し
合
い
、

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
二
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

「
高
島
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
立
ち
上
げ
に
向
け
て

地
域
学
校
協
働
活
動
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て

第
１
回

第
２
回

令
和
元
年

11
月
22
日
開
催

令
和
２
年

２
月
３
日
開
催

総合教育会議のようす

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け
て
、
県
内
の
自
治
体
や
企

業
で
は
、
辞
令
交
付
式
や
入
社
式
を

中
止
し
た
り
、
規
模
を
縮
小
し
た
り
、

異
例
の
対
応
を
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
な
か
、
本
市
で
は
新
た
に
17

人
の
新
規
採
用
職
員
を
迎
え
て
、
令

和
２
年
度
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
全
身
か
ら
ほ
と
ば
し

る
よ
う
な
緊
張
感
と
引
き
締
ま
っ
た

表
情
の
新
規
採
用
職
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
各
職
場
で
の
活
躍
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
将
来
の
高
島
市
を
背
負

っ
て
い
た
だ
く
存
在
と
な
る
こ
と
を

強
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
の
円
滑
な
遂
行
、
市

民
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
・
迅
速
な
対
応

を
図
る
た
め
、
必
要
な
体
制
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
女
性
職
員
の
管
理

職
へ
の
積
極
的
な
登
用
を
は
じ
め
、

職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
た

め
、
一
定
の
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
に
配
慮
し
な
が
ら
、
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
人
事
配
置
も
行
い
ま

し
た
。

本
市
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
や
将

来
を
展
望
し
た
と
き
、
改
め
て
全
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
各
種
施

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
次
の
世

代
に
し
っ
か
り
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
こ
と
が
で
き
る
高
島
市
を
創
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
な
が
ら
も
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た

仕
事
の
進
め
方
を
意
識
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
連
携
に
努
め
、
職
員
が

持
つ
、
最
大
限
の
力
を
発
揮
し
、
地

方
創
生
へ
の
挑
戦
を
目
標
に
掲
げ
、

「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
高
島
の

実
現
へ
」
に
向
け
、
市
政
の
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
本

年
度
も
市
政
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
ス
タ
ー
ト

可燃ごみ搬出量
　現在、三重県の民間ごみ処理業者へ委託
して焼却処分しています。ごみの量に応じ
てごみ処理費用を負担することになります
ので、ごみの分別や減量にご協力ください。

測定月 収集量
平成 31 年３月分 1,032t
令和２年３月分 1,106t（前年比 74t 増）

廃
棄
物
の
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）

は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。(

廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
16
条
の
２)

ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
焼
却
や
、
穴
を

掘
っ
て
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
も
野

焼
き
と
同
じ
で
す
。

田
畑
の
わ
ら
な
ど
の
焼

却
に
対
す
る
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て

も
、
周
囲
に
は
配
慮
し
ま

し
ょ
う
。

低
い
温
度
で
の
焼
却
過

程
で
、
有
害
物
質
が
発
生

し
て
、
大
気
汚
染
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
人
の

健
康
へ
の
影
響
も
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
環
境
汚
染
に

つ
な
が
り
ま
す

野
焼
き
は
ご
近
所

ト
ラ
ブ
ル
を
招
き
ま
す

■
違
反
し
た
場
合
は
・
・
・

(

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
25
条)

廃
棄
物
を
違
法
に
焼
却
し
た
場
合

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

一
千
万
円
（
法
人
の
場
合
は
３
億

円
）
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
両

方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

だ
め
ヤ
ン
！

犯
罪
ヤ
ン
！

廃
棄
物
の
野
焼
き
は
犯
罪
で
す
！

廃
棄
物
の
野
焼
き
は
犯
罪
で
す
！

問環境政策課　　 （２５）８１２３
　環境センター　 （２４）００３１

2020. ５月号19 2020. ５月号 18


